
石巻湊の礎と漁港の賑わいを今に伝える 

「歴史と漁港ルート」 

ル
ー
ト
テ
ー
マ 

６－２ 旧北上川左岸（川口～湊～八幡） プロムナードルート 
安全に快適に水辺を緑を感じながら散策できるプロムナード 
水辺そばの道路は現在のまま通れるようにする（生活道路） 
プロムナードから各ポイントへ行き易いように工夫（階段やスロープ） 
途中々休憩し、水辺の景色を眺められるよう配慮 

ル
ー
ト
方
向
性 

ルートイメージ 堤防とプロムナードのイメージ例 

利 活 用 方 策 
 湊地区は、石巻湊としての歴史や昭和の漁港があった時代の賑わい、

さらに現在も続く造船業などを探訪する新たな散策ルート（見どころ
多々） 。 

 このプロムナードは点在する史跡を探訪する際の幹線ルートとしての
役割（⇒プロムナードから各ポイントへの行き易さを確保）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 水辺の緑を創出・管理するため、町内会単位等で水辺愛護会（仮称）
を結成し、河川清掃や植栽管理（植栽ポット）を推進。 
 

 中瀬から湊地区を見たときの景観にも配慮。 
 

水 辺 の 現 況 

水辺の史蹟めぐり探訪のイメージ 

旧漁港跡地の桟橋への立ち入り
を防止するフェンス 

実

現

に

向

け

て 

漁港跡地として現在も桟橋が残っており、杭が老
朽化して危険なことから県にて撤去作業を進めて
いる。 
平成２２年に国交省にて緊急高潮対策を実施 
荷捌き場の背後は市道があり生活道路として活用
されている。 

旧北上川 

桟橋撤去 
（県） 

すばらしい旧
北上川の景観
を楽しめる 

景観の良いと
ころにベンチ
を設置（憩い） 

植栽ポットを配置 
（水辺の緑） 

現在の生活道路（市道） 

洪水・津波・高潮
を防御する堤防 

現在整備しているコンクリー
ト壁（緊急高潮対策）にさら
に高さを継足 

※具体な堤防設計については、今後、
国土交通省にて検討・設計 

距離標を設置して現在位置
がわかり、また歩く目安とな
るよう配慮 

ポイントに行
き易いように
階段やスロー
プを設置 

現
家
屋
・工
場 

③ 
ルート 

平成１４年高潮浸水被害（八幡町） 
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コンクリートの内
側に塗装を施し
てプロムナード
を強調（統一
性） 

※もし人が川に落ちた時に上ってこ
られるよう梯子を等間隔で配置 

夜
間
照
明 

河川管理・整備を担当する国土交通省へ、堤防整備と併せて水辺と親しむことができる水辺環境を提言。 
北上川水系河川整備計画（現在策定中）にもとづき実施される河川整備・管理に際して、堤防の設計段階からの地元

への説明と調整を要望（堤防設計は国土交通省にて実施）。 
堤防整備と連携して内水対策や環境整備などの関連事業を進める。 
地元で問題となっている不法係留船の撤去は、船舶所有者に継続的に撤去を訴えていくとともに、収容施設の整備

要望（県へ）と新たなマリーナ整備を検討。 
快適な散策環境となるように異臭の解消などの環境改善を検討・推進（民間企業との連携も検討）。 
水辺利用が推進されるよう、利活用方策に掲げた項目の中から実施可能なものから推進を図る。 
内海橋から直接プロムナードへ行けるように検討（沿川住民との調整必要） 

現在のフェンスは撤去 

 石巻の既存の散策路や堤防
上では散歩やウォーキングを
楽しんでいる方を多く見かけ
ます。そのため、新たなプロ
ムナードには散策時の目安と
なる距離標等を設置（自分の
現在位置がわかる工夫）。 

川口町の造船業 

距
離
標
（イ
メ
ー
ジ
） 

 
 

 湊・川口地区には造船業を営ん
でいるところがあり、”造船のま
ち石巻”を感じる貴重な場所で
ある。そのため、プロムナードそ
して拠点の利活用として、造船
の歴史や現在の造船の姿を学
べるポイントとしての機能が望ま
れる。また、造船のＰＲは海事産
業の次世代育成としての効果も
期待。 



（整備実現に向けて） 
 拠点の実現に向けて、今後、官民等が連携して拠点形成

のための勉強会を立ち上げて、どのような方式により整備
していくべきかを検討。 

 拠点形成と並行して、湊地区の活性化方策を地域提案が
出てくることを期待（地域の創意と工夫） 
 

（利活用の推進に向けて） 
 整備後の活用に向けては、観光客や子どたちによる水辺

利用など、施設内容と連携した取り組みや広報を推進。 
 プロムナードの推進としてプロムナード全体図及び現在位

置がわかる案内板を設置。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船が停泊する石巻の原風景が楽しめる 

「 石 巻 観 光 マ リ ー ナ 」 Ｅ 
拠点 

 旧北上川に不法係留するプレジャーボートやヨットが収容できるマリーナを計画（不

法係留する漁船については漁港に収容するよう働きかけ） 
 プロムナードと連携する拠点として、マリーナと併設して人々が集い憩える拠点形成

を目指す 

拠
点
方
向
性 

水 辺 の 現 況 

拠点イメージ 整備実現及び利活用の推進に向けて 

拠点予定地から日和大橋を望む
（素敵な水辺のロケーション） 

予定地は現在荒野となっている。
（ヤマニシ造船所跡地） 

予定地下流側には水辺に親しめる
階段状の護岸がある（親水護岸）。 

拠点予定地は、昔、造船所があった
ところで現在は荒地となっている（約
４．８ｈａ）。 
予定地からは、日和大橋が望むこと
ができ、また親水護岸もあり、水に親
しめる良好なポイントとなっている。 

マリーナでの船舶停泊のイメージ 

一般的なマリーナのイメージ 

旧北上川に不法係留しているプレジャーボートを収容す
るマリーナとしての整備を検討（漁船については漁港区
域へ）。 
 
既に整備されている親水護岸を生かして、水辺に親しみ
憩える空間を併設（憩いの空間として親水護岸の背後
地にベンチや東屋、植栽などの整備をイメージ）。 
 
親水護岸から、マリーナに停泊する船舶や日和大橋や
河口などを眺めたりすることができるなどの観光ポイン
トしても楽しめるポイント。 
 
湊地区の地域活性化方策として、プロムナードや拠点と
連携して石巻の特産品の販売や食事できる施設（川の
駅「ひたかみ」（仮称））を提言（平面的な広がりを期待） 
 
 
 

▲ 対岸から拠点予定地を眺める 

拠点予定地 

湊地区 

階段護岸で写生する子どもたち
（階段護岸の利用イメージ） 

６－３ プロムナード拠点  ヤマニシ造船所跡地 
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地元のおいしい魚介を使った食事やお
土産、直産を行う「川の駅」イメージ。湊
地区の活性化も期待。 

水辺に設置 

（仮称）川の駅「ひたかみ」 

親 水 空 間 

 
 

 湊・川口地区には造船業を営んでい
るところがあり、”造船のまち石巻”を
感じる貴重な場所である。そのため、
プロムナードそして拠点の利活用とし
て、造船の歴史や現在の造船の姿を
学べるポイントとしての機能が望まれ
る。また、造船のＰＲは海事産業の次
世代育成としての効果も期待。 

▲川口町の造船業 

 臨港道路から観光マリーナへのアクセス路を検討 



７．旧 北 上 川 右 岸 上 流 の ル ー ト 、 拠 点 、 ポ イ ン ト  

旧北上川右岸上流の位置 

 既に堤防が整備され、堤防上の道は、通勤通学、サイクリング、ウォーキングなど様々に活用さ

れている。 
 堤防上からは雄大な水辺の風景を望むことができ、良いロケーション。 
 大橋地区の広域消防署があるところでは毎年石巻川開き祭りの花火大会が開催される場所で

あり、毎年多くの観客が訪れている。 
 河川敷があり、釣り人や子供たちの遊び場として利用が図られている。 

７－１ 旧北上川右岸上流のポイント 

堤 防 か ら 見 る 景 観 

様々に利用されている堤防上の道 

河 川 敷 の 利 活 用 

大 橋 地 区 の 状 況 

川開き花火大会で利用されている階段護岸 

15 

▲日本一の石巻川開き祭りの花火大会 

川開き祭りの準備で川では孫兵衛船
の姿も見られる 



旧北上川の風と風景を楽しむ 

「川の風を楽しむルート」 

ル
ー
ト
テ
ー
マ 

7－２ 旧北上川右岸上流（水明～大橋～運河交流館）  プロムナードルート 

 既に堤防があり堤防上には散策路（サイクリングロード）が整備済（新たな

整備は行わない） 
 プロムナードの中で唯一、川とふれあえる河川敷があり、河川敷を使った

イベントなどの利活用が期待。 

ル
ー
ト
方
向
性 

利 活 用 方 策 
 
 
 
 
 
 
 

 散策路の維持管理のため、町内会などにより水辺愛護会（仮称）を結
成し、河川清掃や堤防の植栽管理を推進。 
 
 
 
 
 
 
 

 河川敷の利活用が推進されるよう、水辺をゆっくり眺められるベンチの

増設やＰＲを推進。また川の生物・植物を調べる子どもを対象とした学
習会の開催も検討。 

水 辺 の 現 況 

河川清掃イメージ 

距
離
標
の イ

メ
ー
ジ 

 石巻大橋から石井閘門までは堤防が整備され、堤防上の通路が散策路として

サイクリングや通勤通学、散歩、生活道路として利活用されており、既にプロム

ナードとなっている（新たな整備は行わず、利活用を推進）。 
 特に、このルートから見る川は、水面の広がりを感じる素晴らしい風景を楽しむ

ことができる（⇒途中に休憩するためのベンチ設置を検討）。 
 河川敷では、子供たちが遊んでいたり釣りを楽しんでいる人も見かけられ、レ

ジャーとしての利活用が進んでいる。 

④ 
ルート 

旧 北 上 川 堤 防 上 の 散 策 路 

散策路からは雄大な旧北上川を望められる。 
対岸は真野川水門。 

散策路は生活道路としても利用 

河川敷は子供たちの遊び場 

サイクリングでの水辺散策 堤防上は安全な通学路 

散策路からは鉄橋を通る電車（ＪＲ石巻
線）が眺められる。昔と変わらぬ風景。 

釣りを楽しんでいる人 ウォーキングや散歩を楽しむ人も多い 

ゆったり水辺を眺められる水辺の
ベンチのイメージ 

河川敷でのイベントイメージ 
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 石巻の既存の散策路や堤防
上では散歩やウォーキングを
楽しんでいる方を多く見かけ
ます。そのため、プロムナード
（現堤防上の道）には散策時
の目安となる距離標等を設置
（自分の現在位置がわかる工
夫）。 

 旧北上川河畔のプロ
ムナードルートで唯
一、河川敷がある当
ルートの特性を活か
し、河川敷での更な
る利活用が推進され
るよう、公園的な整
備を検討。 

北上川鉄橋付近の河川敷。今後の利活用が期待される 

ＪＲ石巻線の北上川鉄橋 



花火と水辺のレジャーを楽しむ 

「 旧 北 上 川 水 辺 広 場 」 Ｆ 
拠点  市街地を流れる旧北上川沿いとして、多くの人が集い、水辺と親しめるポイントとして

拠点を形成。また洪水時は防災拠点としての機能も併せる。 
 拠点では、水辺を望み子どもたちが思いっきり走り回れる原っぱとして、子どたちの

様々な活動や川開き時には花火大会会場としても機能。 

拠
点
方
向
性 

水 辺 の 現 況 

拠点イメージ 整備実現及び利活用の推進に向けて 

 堤防の河川側は、階段が整備されており、８月１日の川開き祭りの花火大会時には、会場として多くの人が集
まっている（有料の桟敷）。また平時の河川敷では、釣りや子供たちがキャッチボールなどで遊んでいる。 

 堤防の住宅側は、約６ｈａもの広大な用地があり、川開き花火大会の時は花火見物客で賑わっている。 
 

毎年、旧北上川河畔で開催される石巻川開きの花火大会 
堤防の住宅側の状況（公共用地が約６ｈａ） 

堤防の川側。階段が整備され、河川
をゆっくり見ることができる 

大規模災害発生時と平常時における防災拠点の機能 

平常時には 洪水等の緊急時には 

 市街地を流れる旧北上川沿いには、、多くの人が集い、水辺と

親しめるポイントが少ないため、新たな拠点を形成。 
 拠点のあり方としては、多目的グランド（芝生広場）として子供た

ちが遊び回れるような空間をイメージ。また、大きな広場である

ことは、花火大会時の観覧場としての利用も可能（平時の利用） 
 洪水等の緊急時においては、水害対応の指揮や地域住民の避

難場所などで活用をイメージ。 
 石巻大橋から石井閘門までの散策路（堤防上）では木陰が無い

ため、拠点に植樹して木陰を形成（樹木は水害時に水防対策と

して活用できる樹木を選定＝水防資材） 
 人が集まるための駐車場も併設。 

 

河 川 防 災 拠 点 整 備 を 検 討 

盛土 堤
防 

公園整備 

樹木（水防資材に活用） 

東屋 

公共用地 

多目的グランド 兼 ヘリポート 

散
策
路
（プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
） 

（緊急避難場所） 

緊急復旧資材 

ブロック 

防災拠点の整備のイメージ 

拠点 

旧
北
上
川 

（整備実現に向けて） 
拠点の設計や整備については、同地内に建設が予定され
ている新市民会館との調整が必要。 

 
（利活用の推進に向けて［拠点整備後］） 
多目的グランド（芝生広場）では、スケートボードのやゲー
トボール場として活用するなど多様な年齢層に水辺での活
動に利用。 
 
 
 
 
 
 
 
 
プロムナードの推進としてプロムナード全体図及び現在位
置がわかる案内板やサインを設置。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

看
板
や
サ
イ
ン
の

イ
メ
ー
ジ 

多
目
的
広
場
の
利
活
用

イ
メ
ー
ジ 

釣りや子供たちの遊び場
となっている河川敷 

 水防情報の受発信基地 
 土砂、ブロック等備蓄した資材

による緊急復旧の拠点 
 地域住民の緊急避難場所 
 水防司令室 
 水防団待機所 
 ヘリポートによる緊急輸送 

 スポーツ、レクリエーションの場 
 河川等に関する情報発信の場 
 地域の方々のコミュニティ施設 
 地域の野外活動の場 
 各種イベントの開催 

７－３ 大橋地区  プロムナード拠点 
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スケートボードのパーチ 

ゲートボール 
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